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地域で支え合う介護従事の外国人

すみだ日本語教育支援の会の取り組み
すみだ日本語教育支援の会 副会長 羽生隆司

社会福祉法人賛育会 はなみずきホーム施設長 羽生隆司



すみだ日本語教育支援の会発足の背景

• 深刻な人手不足（２００５年初旬から顕著）
・ 募集広告を出しても問い合わせすらない

• ホームヘルパー２級養成課程修了のフィリピン人の存在
・ ２００５年５月から４名採用

・ 利用者・家族・同僚からのクレーム等（無）

・ 人手不足を補う存在として期待

・ 課題は日本語の読み書き

・ 日本語の学習意欲（有）

• インドネシアとのＥＰＡが衆院で承認（２００８年４月１７日）
・ 早稲田大学大学院宮崎教授との連携（報道・産官学）

・ てーねんどすこい倶楽部との連携（高齢者福祉課）

・ ２００８年８月日本語教室とパソコン教室開始



すみだ日本語教育支援の会の取り組み

• すみだ日本語教育支援の会の主な目的
・ 外国人介護従事者が職場で必要な日本語力の向上を地域

全体で支援すること、さらに地域の介護人材の確保に貢献

し、地域の福祉事業を活性化させること

• 事業継続のための取り組み（支援先の確保）

・ ２００８年８月～２００９年３月 文化庁地域日本語教育実践プログラム

・ ２００９年４月～２０１０年３月 福祉医療機構 長寿子育て基金

・ ２０１０年４月～２０１２年３月 東京都区市町村包括補助事業の先駆的事業

・ ２０１３年４月～ 現在 墨田区外国人介護者等に対する日本語学習支援事業



すみだ日本語教育支援の会の取り組み

• 運営委員
・日本語講師 ・てーねんどすこい倶楽部 ・賛育会（事務局）

• 費用内訳
・墨田区委託事業 ・受講料無料

• 日本語教室時間割
・読解クラス ・漢字クラス ・プロ養成クラス

• 生徒登録者数と参加状況
・２０名で平均参加者数１０名程度
・延べ登録者は１２０名程度



すみだ日本語教育支援の会の取り組み

• 介護福祉士国家試験に関する取り組み
・ ２００９年１月 日本語教室受講生２名が初挑戦

・ ２００９年２月 試験問題にふりがなをつける等外国人向け
に配慮するよう厚生労働大臣に要請

・ ２０１１年 第２３回介護福祉士国家試験からＥＰＡ向けに試
験問題にふりがな、試験時間を１.５倍に等配慮

・ ２０１２年３月 日本語教室受講生から１名合格者誕生

・ ２０１２年５月 第２４回試験の全問題使用表現の分析と見
直しを実施し大臣請願の準備を行う

・ ２０１２年９月 定住外国人にもＥＰＡ候補者と同様の配慮を
行うよう西村厚労副大臣に要請



すみだ日本語教育支援の会の取り組み

• 介護福祉士国家試験に関する取り組み

・ ２０１４年１２月 受講生から介護支援専門員の合格者誕生

・ ２０１５年２月 定住外国人にもＥＰＡ候補者と同様の配慮を

行うよう永岡厚労副大臣に再度要請

・ ２０１５年３月 受講生から介護福祉士試験に２名合格

・ ２０１５年７月 第２８回介護福祉士国家試験から申請によ

り全部の漢字にふりがな付きの試験問題を配布

・ ２０１７年９月 定住外国人にもＥＰＡ候補者と同様に試験時間を

１．５倍にするよう加藤厚生労働大臣に要請





４者が連携し、相互に受益者となる（利の循環）

• 受講生
• 自ら学ぶ姿勢
• 日本語能力の向上
• キャリアパス
• 地位の向上
• 地域社会への参画
• 二カ国への貢献
• 仲間との連携

• 日本語教育専門家
• 地域の力を実体験

• 日本語教育を通した地域貢献

• 「介護の日本語」という新分野

• 専門日本語の教え方を開発

• 日本語教育が持つ可能性

• 発信の手法に関する学び

• 介護現場・専門家
• 介護人材の確保と育成

• 地域とのつながり・ひろがり

• 社会貢献の具現化

• 介護のイメージアップ

• ソーシャル・アクション

• 地域（どすこい倶楽部）
• 生きがい・やりがい

• 地域貢献の具現化

• 仲間との連携

• 介護の知識・スキル

• ソーシャル・アクション






